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ウクライナのトップの将官が、オバマ政府と、彼の庇護するウクライナ政府の主張に矛盾す

ることを言った――現在、ウクライナの内戦が行われている、かつてのウクライナ領、今は

分離派領となっている地域で、ロシア正規軍はウクライナ政府軍と戦ってはいない。 

 

ここに、その声明の、グーグル・クローム自動翻訳の画面を示す―― 

 

http://www.globalresearch.ca/wp-content/uploads/2015/01/Screen-Shot-2015-01-30-at-8.40.26-AM.png


 

ウクライナ軍参謀長、ヴィクトル・ムジェンコ元帥は、１月 29日木曜日付のこのニュース

報道で、争いの起こっている地域で戦っているロシア市民は、その地域か他のウクライナ居

住者と、若干の「非正規の武装グループであるロシア市民」つまり、どこの政府からも支払

われていない義勇兵だけであることを明らかにした。（これは、他の国家の市民がそこで戦

闘に参加していないという意味ではない。アメリカ人の傭兵が、ウクライナ政府軍の側で戦

っている事実が、すでに確認されているからである。） 

http://www.dailymail.co.uk/news/article-2576490/Are-Blackwater-active-Ukraine-

Videos-spark-talk-U-S-mercenary-outfit-deployed-Donetsk.html 

ムジェンコ元帥は、「ウクライナ軍はロシア軍の正規の部隊とは戦っていない」と強調した。 

 

言い換えると、彼は、EUの対ロシア制裁も、アメリカの対ロシア制裁も、根拠がないこと、

すべての対露制裁は、ウクライナがロシア正規軍と戦っているという、西側の虚偽の主張に

基づいていることを、はっきり言明したことになる。これはウラジミール・プーチンが、ウ

クライナを侵略したという主張である。 

 

したがって、これらの制裁は、直ちに謝罪とともに撤回すべきであり、これによって損害を

受けたすべての人々は補償されなければならない。ロシア政府は、すべての法的に利用でき

るチャネルを通じて、この危険な詐欺を働いた者たちに、損害補償を求める責任がある。ニ

ュース報道はすでに、誰がそれを言い出したのか、公的立場にあって、この大中傷というべ

きものを誰が主張したのかをはっきりさせている。 

 

でなければ、このウクライナのトップ将官は、彼が主張したことのために、クビにされるべ

きである。 

 

もし、ムジェンコ元帥の言っていることが正しいならば、この勇気ある言明を行って、自分

の経歴全体を危険にさらしたことによって、彼は英雄である。もし反対に、彼の言ったこと

が嘘なら、彼はウクライナ軍を率いることはできない。 

 

（Eric Zuesseは調査歴史家、最近の著書に They’re Not Even Close: The Democratic vs. 

Republic Economic Records, 1910-2010、および CHRIST’S VENTRILOQUISTS: The 

Event that Created Christianityがある。） 
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